
　 

 

　      

 ２０１５年８月１５日（土）  １０：３０~１２：３０

日本同盟基督教団「教会と国家」委員会主催

２０１５年８・１５平和祈祷会

1941年神戸市生まれ
戦時中、クリスチャンであった父親が治安維持法違反で投獄
神戸女学院大学卒後に英語教師、専門学校教師の傍ら著作
活動をして現在に至る。

　著書
『まだ見ぬあなた』（オリオン出版　1968年）後に角川文庫
『カリフォルニアの素敵な学校』（新潮社　1982年）
『ひかり輝く季節に』（国土社　1985年）
『あの戦争のなかにぼくもいた』（国土社　1992年）
『紅葉の影に　ある牧師の戦時下の軌跡』（日本基督教団出
版局　1999年）
『変わってゆくこの国で　戦争期を生きたキリスト者たち』（日本
基督教団出版局　2007年）
他多数

石浜みかる 氏講師

日時

講師からの一言

※当日は、席上献金があります。
お問い合わせは090-6191-1761
（横浜上野町教会　柴田）まで。

会場　　中野教会
　　     　　　   　　河村　冴師
  

　　東京都中野区東中野２－２１－７
  　　　　　      （☎：０３－３３６５－１９０７)
　　◎ＪＲ東中野駅西口より徒歩５分
　　◎都営地下鉄大江戸線東中野駅
　　　　　Ａ２出口より徒歩５分

  昭和の大戦が大敗北に終わった直後、町や村でクリスチャンの子どもたちは、「おまえらのような奴がいる
から負けたのだ」と言われました。その後、中国大陸や南洋諸島の戦地から命からがら帰還した兵士たちは、
「お前たちがだらしないから負けたのだ」と言われました。一般民衆は敗戦後になってもまだ、ワーワーと煽り
立ててきた者たちと一体になっていました。「長いものに巻かれ」、人のせいにするばかりでした。
　新しい憲法ができてからやっと、煽り立てる者たちに同調したのは自分たちであったのではないかと考えだ
したのでした。この平和の70年の間に、わたしたちは自らの問題として考えるようになったでしょうか。いま
立っているこの土台で、不戦国民として踏みとどまる。奇跡の70年を、80年にのばし、さらにのばす――同調
圧力を吹っ飛ばそう！


